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市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日に「市長のまちづくりメッセージ」を放送し

ています。市民の皆さんと『共創・協働のまちづくり』を進めていく

ため、その一部を掲載します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　　 　　
今
月
２
日
か
ら
27
日
ま
で
、
広

島
市
の
、
広
島
銀
行
本
店
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
光
市
の
観
光
情
報
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
光
市
を
訪

れ
る
県
外
客
の
多
く
は
隣
の
広
島

県
か
ら
で
、
過
去
に
は
、
昭
和
40

年
代
ま
で
、
広
島
市
内
の
高
校
生

が
室
積
海
岸
に
大
勢
、
臨
海
学
校

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
周
南
地
域
の
観

光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
他
市
と
合
同
で

観
光
宣
伝
を
広
島
で
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
は
光
市
独
自

の
観
光
客
誘
致
活
動
で
す
。
広
島

銀
行
の
ご
好
意
に
よ
り
、
最
も
光

市
が
輝
く
夏
を
目
前
に
、
多
く
の

人
口
を
抱
え
る
広
島
で
の
情
報
発

信
を
目
的
に
計
画
し
た
も
の
で

す
。
か
つ
て
臨
海
学
校
で
訪
れ
た

ま
ち
を
懐
か
し
み
、
再
び
光
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
く
、
ま
た
、
初
め

て
光
市
の
こ
と
を
知
る
方
々
に

も
、
「
行
っ
て
見
た
い
な
、
魅
力

の
あ
る
ま
ち
だ
な
。
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た

観
光
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
団
塊
の
世
代
が
退
職
期
を
迎

え
、
ふ
る
さ
と
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
が
本
格
化
し
て
い
る
今
日
、
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
を
住
民
が
選
択

す
る
、
地
域
が
選
ば
れ
る
時
代
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
光
市

の
魅
力
を
市
内
外
へ
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
観
光
情
報
展
は
、
広
島
銀

行
の
方
が
光
市
役
所
を
訪
れ
ら
れ

た
際
に
、
商
工
観
光
課
前
の
観
光

パ
ネ
ル
を
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
発
信
の
重
要
性
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
す
れ

ば
、
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
の
み
で
の

情
報
発
信
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
常
業
務

の
中
で
、
多
く
の
人
や
関
係
機
関

の
方
と
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
多
分

野
・
多
方
面
に
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
し
っ
か
り
と
情
報
発
信

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
先
月
12
日
、
中

国
の
四
川
省
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
０
の
大
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
犠
牲
者
は
死
傷
者
・
行
方
不

明
者
合
わ
せ
て
46
万
人
を
超
え
る

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
地
震
の
直
前
に
発

生
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
サ
イ
ク

ロ
ン
の
被
害
な
ど
、
世
界
各
地
で

相
次
い
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
光
市
で
は
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
広
報

ひ
か
り
で
の
啓
発
や
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
、
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
山
口

県
総
合
防
災
訓
練
を
本
市
で
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や
防

災
意
識
の
向
上
、
地
域
の
連
帯
感

の
醸
成
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
自
主
防
災
組
織
は

38
組
織
、
組
織
率
に
し
て
約
44
％

と
、
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
月
30
日
に
は
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
対
策
の
検
討
を
行
う

た
め
、
市
を
は
じ
め
、
防
災
関
係

機
関
が
合
同
で
現
地
調
査
を
行

う
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
資
機
材
や

防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
災
害
時
必
要
と

な
る
モ
ノ
の
備
え
と
と
も
に
、
災

害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想

定
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
備
え
も

必
要
で
す
。
災
害
は
し
ば
し
ば

我
々
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
各
部
署
に
お

い
て
今
一
度
、
災
害
時
の
自
分
た

ち
の
役
割
を
再
確
認
し
、
情
報
を

共
有
化
す
る
な
ど
、
即
時
の
対
応

が
出
来
る
よ
う
万
全
の
体
制
を
整

え
て
く
だ
さ
い
。

積
極
的
な
光
市
の
情
報

　
　
　
　
　
発
信
に
つ
い
て

完
璧
は
な
い
災
害
に
対
す
る

　
　
　
　
　
備
え
に
つ
い
て

6月

工事中の塩田十王砂防堰堤

広島銀行本店での光市観光情報展


